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TEL.0184-53-2304

代表取締役
佐藤 一弘 Sato Kazuhiro

センター活用事例

　由利本荘市にある「北日本興業 株式会社」では、1968年の
設立以来、県内外の大手企業の電子部品の組み立て、加工、
外観選別、顕微鏡検査などを行ってきた。
　しかしながら、新型コロナウイルスなどの影響から生産
中止が相次ぎ、受注が減少。これまで、地域の雇用を維持し、
地域発展に貢献することを目標としてきた同社だが、厳しい
局面を迎えたことから、昨年、センターへ受発注取引の相談
をするに至った。

　そこで紹介のあった企業とマッチングしたのが、産業機器
に使用されるワイヤーハーネス加工の業務だった。これまでは、
検査や選別など、特別な技術を要さない業務が中心であったが、
このたびのハーネス加工業は圧着や半田付けなど、技術を
求められるものであった。大掛かりな設備導入の必要は
なかったものの、従業員47名中９割が女性ということもあり、

北日本興業 株式会社

取引のあっせん

ビジネスマッチングで、
新規事業へ転換
できました。

POINT!

これまで工具を握ったこともなかった従業員たちが、それ
ぞれに学び、スキルアップを図り、約１年をかけて取引先から
の信頼を得るまでに至ったという。
　「従業員が変化を素直に受け入れて頑張ってくれたこと
で、素人からプロ集団への転換ができたと感じています」と、
代表の佐藤一弘氏。
　その背景には、新規取引先からの手厚い技術指導や経験
上のアドバイスがあり、従業員たちの支えとなった。また、
作業効率化のためのレイアウトや流れの構築は、これまで
さまざまなメーカーとの取引のなかで蓄積してきたことが
役立っており、自分たちだからこそできた転換だと自負
している。
　これまでは、大手企業への依存率が高かったが、このたび
の大幅な業務転換は大きな自信となった。この技術をもって、
さらなる取引拡大を目指すとともに、ハーネス加工のみに
頼らない新規事業の開拓も模索しているという。

素人からプロ集団へ
新規取引がもたらした大きな転換

工具を握ったこともなかったけれど

［お問い合わせ］ 取引振興課 TEL.018-860-5623
取引のあっせん▶活用事例 県内のものづくり企業や取引拡大のため、首都圏および東北地区担当のアドバイザーによる発注案件の開拓や取引のあっせんを通じてマッチング支援を行います。

工具の配置や管理を徹底することで
作業効率アップにつなげている。

従業員の９割が女性。
女性ならではの手先の器用さ、集中力が業務に生かされている。

日々、従業員の作業内容と所用時間を記録することで
実績を視覚的に確認できるようにしている。

リラクゼーションサロン＆
エアリアルヨガスタジオ「ユジュ」
堀江 理花 さん

秋田起業・創業ハブ交流 in 大仙
9月１日、大仙市の「ゲストハウスフォーシーズン」を会場に開催

　2022年9月1日、あきた企業活性化センターは、大仙市
の「ゲストハウスフォーシーズン」を会場に、「秋田起業・
創業ハブ交流in大仙」を開催。当日は19名が参加した。
　第一部では、大仙市の「Na-BAKE」の渡邊籐子さん、
「Mino’s Navi AKITA」の箕輪正志さんがそれぞれの
起業した事例を紹介。第二部では「合同会社のしろ家守
舎」の湊哲一さんのセミナーを実施。その後、交流会も
行われ、起業家や起業を目指す参加者らが親睦を深め
る機会となった。（このイベントは、9/10にゲストを変
えて県北能代市でも開催された。）

　教職を経て、2019年に大仙市に焼き
菓子店をオープン。現在はSNSを活用
しながらマフィンやスコーンなどの商品
を販売している。起業に至った経緯や
具体的な取り組み、展望を紹介しながら、
「お菓子を通して地域を元気にしたい」
と語った。

　私は今年２月に起業し、大仙市でサロンを営んでいますが、これまでも、このような交流会に
は積極的に参加してきました。業種が違っても自分のやりたいことにリンクしたり、自分には
ない発想にも触れられるので良い刺激になっています。「自分の持つ強みをどう生かすか」
「自分が顧客の立場だったらどうするか」など、講師みなさんの言葉を自分に置き換えて考え
たりもできました。そして、みなさんと自分に共通していたのが「誰かのために」という思い。
自分の活動を通して、地域を微力ながら盛り上げていけたらと考えています。

渡邊 藤子
Na-BAKE

さん代表 箕輪 正志さん 湊 哲一 さん代表

　2009年に大仙市に移住し、様々な職種
を経たのち、地域のデジタルディバイド
の課題に向き合うべく、2021年より出張
訪問型のスマホ・デジタル教室を起業。
「未知数だが可能性を感じる事業。他業種
とも連携しながら秋田のデジタル化に
貢献したい」と語った。

Mino’s Navi AKITA

　2020年に地域の経営者らと「合同会社
のしろ家守舎」を設立。旧酒屋のリノ
ベーションやイベントの開催を通じて、
住民たちとともに地域を再構築する仕
組み作りをしている。その背景や課題、
具体的な取り組みについて紹介した。

合同会社のしろ家守舎

講演・セミナー

［お問い合わせ］総合相談課  TEL 018-860-5610

講演 講演 セミナー
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